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北朝鮮によるミサイル発射に断固抗議する談話
１．北朝鮮は、昨日（５日）午前11時半頃、わが国はじめ各国が自制を求めたにもかかわらず、「人工衛星」と称して長距離弾道ミサイルを発射した。ミサイルは秋田県、岩手県の上空を通過し太平洋上に搭載物とともに落下し、いかなる物体も周囲軌道に乗せられていないものと見られている。

２．今回、北朝鮮が発射を強行したことは北東アジアを中心に核やミサイルの脅威を一層深刻なものとするもので、国連安全保障決議第1695号、第1718号に違反する行為である。日朝平壌宣言に違反すると共に、六者協議の共同声明とも相反し、誠に遺憾であり、北朝鮮に断固抗議するものである。

３．われわれは、北朝鮮に対し、弾道ミサイル計画に関わるすべての行動の停止とともに、国連安全保障理事会の完全なる履行を求めるものである。また、日本政府に対しては、北朝鮮の弾道ミサイル問題に毅然とした姿勢で臨むとともに、核開発の完全放棄、日本人拉致被害者の早期解放の包括的解決をめざし、国際社会にも訴え強力に取り組むことを要請する。

４．連合は、北東アジアの非核化実現、世界の核兵器廃絶と恒久平和実現のため、2010年の核拡散防止条約（NPT）再検討会議での実効ある合意形成をめざし、国民各層に呼びかけ1,000万署名活動を展開するとともに、国際労働組合総連合（ITUC）とも連携し、世界的な署名活動に取り組んでいく。
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